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1　 は じめ に

　明治初期の 日本に おけるチ ベ ッ ト情報 と して は，まず t 小栗栖香頂 『喇嘛教沿革』（1877）が

ある 。 同書は，
一部 の 限 られた専門家以外 に も広 く読 まれ て い た とは言 い 難 い が，大正 初期に

至 る までチ ベ ッ ト仏教 に関する最 も信頼に足 る著作 と見な されて い た
ω

、 また，明治 20年代 に

は仏教者の間に，後 に 「入蔵熱」
 

と呼ばれる 関心の 盛 り上 が りがあ り，『反省会雑誌』，『教学

論集』等仏教系の雑誌 に，チ ベ ッ トに関する情報が しばしば登場 した 、

　しか し，新聞とい う，大多数の 日本人に と っ て接触可能な情報媒体に，ま とまっ た チ ベ ッ ト

情報が初 めて登場す るの は，1900年か らの 10年 間で ある 。 こ の 期間には，1901 （明治 34）年

に北京雍和宮の 活仏阿嘉呼図克図 （1871−1909）が来 日，1903 （明治 36）年に は ラ サ に到達 し

た最初 の 日本 人 として ，河 口慧海 （1866− 1945）が帰 国 した 。 更 に 1905 （明治 38）年 に は，

チ ベ ッ ト入 りの 途上 にあ っ た東本願寺の 能海寛 （1868−？）がチ ベ ッ ト ・清境界地帯で殺され た

とい う報道があ り，1908 （明治 41）年 にはス ウェ
ーデ ン の 高名な探検家ス ヴ ェ ン ・ヘ デ ィ ン

（1865− 1952）が t チ ベ ッ ト調査の 帰途初来 日した。 い ずれ も世論の 関心 を集め ，新聞，雑誌に

は連 日関連記事が掲載 されて い る 。 こ れ らの 出来事 を契機 に，チ ベ ッ ト事情が次々 と新聞紙上

で紹介 され る こ ととなっ た 。 現代 に至る まで 見 て も，こ の 期間の チ ベ ッ ト関連記事数は際立 っ

て多 く，従 っ て 1900年代 は，一
つ の 画期 とな っ て い る と言える

c3）
。 本稿は，以 上 に述 べ た状況

下で い か なる情報が提供 され，それら の 情報が い か なる意味を もっ た の か を検討 し，近代 日本

におけるチベ ッ ト像の 形成過程の 一つ と して その 位置づ けを探 る もの で ある
ω

。

2　阿嘉呼図克図来 日報道

　明治 日本 におい て，チベ ッ ト関係記事が最初 に集中 し，チ ベ ッ ト事情が新聞紙上 で初め て紹

介 された の が 1901 （明治 34）年で ある 。 記事の 過半は，来 日した北京雍和宮の 活仏阿嘉呼図克

図
〔5）

に関す る報道が占めて い る 。 各紙は連日彼の 動静を報 じ t チ ベ ッ ト事情の紹介記事を次 々

に組んだ 。 例えば 『読売新聞』で は，創刊以来初のチ ベ ッ ト特集が連載されて い る 。 真言宗系

の 雑誌 『伝燈』 第 243号は，当時の 様子を 「西蔵熱」と形容 して い る （「人心 の反響」1901 年

8 月 13 日付，p．28）。 彼の 来日は明治 日本にお い て，
一

般の 人 々 を巻き込んだ もの と して は最

初の チ ベ ッ ト・ブーム を引 き起こ した と言えるだ ろ う
（6｝

。

　一連の 報道におい て 阿嘉呼図克図は，北京雍和宮で 生活する モ ン ゴ ル 人で，チ ベ ッ ト仏教の

活仏 とされるが，注 目すべ きは こ の 時 清 で もモ ン ゴ ル で もな く，チ ベ ッ ト特集が組 まれ た こ
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とで ある 。 その 背景 には，義和団事件後 チ ベ ッ トの 帰趨に よ っ て は， 日本が 最 も注 目す る満

州還付 問題をめ ぐる情勢に重大 な変化が生 じる可能性が ある と報 じられて い た こ とが挙 げ られ

る 。 特 に，ロ シ ア へ の ダライ ラマ の 使節派遣の 第二 回 目 （同年 6 月）と， ロ シ ア に よる チ ベ ッ

ト独立の提案につ い て の ニ ュ
ー

スが ，ほ ぼ同時期に報道され た ため，「喇嘛教貫主 の 来朝に関 し

て ， 世人の 注意 を惹て居 る もの ハ 露国対西蔵の 問題で ある」（読売 「喇嘛教貫主 の 上 京」 同年 7

月 20 日付社説）と い うよ うに ，ロ シ ア の 動 きに敏感に な っ て い た 日本人の 視線 を，
一

時的にせ

よ．結果 として チ ベ ッ トへ と招来す る こ ととな っ た と言える 。 加 えて，「西蔵喇嘛の 懐柔は満蒙

の経営上 ，欠くべ か らざる
一

要事」 （時事 「早晩起こ るべ き西蔵問題」同年 7 月 22 日付）等，

満蒙地域 にお けるチ ベ ッ ト仏教の 政 治的影響力に，読者の 注意が喚起 されて い る 。 こ れ も，チ

ベ ッ ト仏教の 権力の 淵源地 と して チ ベ ッ トが注 目された理由の
一

つ と思われる
（7）

。

　チ ベ ッ トに つ い て ，報道に 共通する点の 第
一

は，チ ベ ッ トが 日本 に と っ て 「直接 なる影響 を

及ぼすべ きに非 ざる」（大朝 「西蔵問題」同年 7 月 18 日付社説），「無知無力の 蛮邦」（大朝 「露

国 と西蔵」同年 7 月 17 日付）で ある とす る点で ある 。 チベ ッ トはあ くまで ，日本外交の 世界地

図 に お い て は 「亞細亞 の 大局」を考える場合 に の み 視野 に入 っ て くる，「風 馬牛 も相及 ば ざる

の 地」 （以 上前掲大朝 「西蔵問題」）で あ り，同時 に ，清 英，露 と い う大 国間の 駆け引 きに 利

用 され る無力な小国 と捉え られ て い た と言える 。

　 しか し．直接的な 関係は ない とされ る
一

方で ，チ ベ ッ トに つ い て ，日本が列強よ り有利な条

件を持 っ て い る こ とが頻繁 に強調 され る 。 こ こ で 繰 り返 されるの は，「同教同文」，「同人種」

と い う言葉で ある 。 例 えば，義和 団事件下の 北京 における 日本軍の 行動 に対 し，阿嘉呼図克図

の 感謝の 言葉が，以下 の ように伝 え られ て い る 。 「個人 と して ハ 更 に敵心 なく友人の 如 き有様で

あ つ たの です是ハ 同 人種同仏教の 国で あつ たか ら と思 ひ ます」 （読売 「昨 日の 錦輝館貫主余聞」

同年 7 月 29 日付）。 但 し，諸記事にお い て こ の よ うに，日本 と の 共通項が 強調 され る地域が，

阿嘉 呼図克図に関連 して出現する地 域名の うち の どれ にあた る の か，大部分の 場合明言 され て

い な い
。

　 しか しこれ は，大陸へ の 日本進出が語 られる場合，い わば異教異文と も言 える欧米人に対置

され て 日本の優位 を語る場合 の常套的な表現 で あ り，明治初年以 降い わ ゆる 「大陸経綸」 に 関

す る記述，例 えば 1892 （明治 25）年の根津
一

編 『清国通商綜覧』等に見 られ る もの で ある
〔s）

。

従 っ て ，
こ こ にお い て も，清，チ ベ ッ ト，モ ン ゴ ル い ずれ もが大 陸 の

一
部に属する地域 で あ る

と い う理 由で ，こ の よ うな表現が踏襲 された にす ぎない と思われ る 。 こ の よ うな表現が 適切 で

あるか とい う点 に関する顧慮 の欠如 は，こ れ らの記事にお い て そ の ような顧慮が ほ とん ど意味

をもたなか っ たとい うこ とも示唆して い る と言えるだろ う。

　報道 に共通する もの の第二 は，チ ベ ッ トを 「世界の 秘密国」（東日 「西蔵雑談」同年 7 月 23

日付）等とする表現で ある。 こ こにお い て ，チ ベ ッ トに関す る重要な情報 の
一

つ が ，「内部の 事

情が 全 く不明な地域」と い うもの で あ っ た こ とが読み取れ る 。 なお，仏教系の 雑誌 にお い て は

明治 20 年代後半か らこ の 表現が見 られ る
〔9）

が ，新聞紙上 にお い て使用 され た の は，阿嘉呼図 克

図来 日報道が ほ ぼ最初で ある と考えられ る 。 こ の表現 は以後 ， 第二 次世界大戦期まで ， チ ベ ッ

トに言及 され る場合 の 固定的表現 とな っ て い く。

　 共通 点の第三 は ，入蔵に挑む 日本人，特に東本願寺か ら派遣 され て 中国側か らチ ベ ッ トを
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目指 して い た 能海寛 の 消息で あ る 。 紹介 され るの は，チ ベ ッ ト人が排他的 な性質で ある こ と

と，高原や大河 などの 地理的障害の 2 点 で ある 。 例 えば 『読売新聞』「西蔵雑談」で は，チ ベ ッ

ト人は 「例の 通 り，外来の 人間ハ 悉 く鬼か蛇の や うに思 つ て居 る」人 々 で，能海が 寺本婉雅

（1872−1940）と ともにチ ベ ッ ト領域内の バ タ ン に 日本人 と して 初め て 到達 した時の 道 中は，険

しい 山や急流 を越え強盗が多い 地域を通過する非常に危険な もの で あ っ た と伝えて い る （同年

7月 22 日付）。 こ の 2 点が詳 しく紹介 された こ とは，即ち，チ ベ ッ トが い かに厳 しく閉ざされ

た，外部か ら進入 し難 い 地域 で あ る の かが記述 されて い くこ とで もあ っ た 。 例 えば ， 『時事新

報』で チベ ッ ト特集が組 まれ るにあた っ て，「鎖国」がテ
ーマ に選ばれて い る こ と （「西蔵鎖国

の 理 由」 同年 7 月 29 日付）は，こ の 「鎖国」がチ ベ ッ トの 重要な特徴 の 一つ とみなされて い た

こ とを，明 らかに示す もの で ある と言 える 。

　第四は，チ ベ ッ トが 「文明」の 光届かぬ 「未開国」（大朝 「西蔵事情」同年 7 月 10 日付）で あ

り，その チベ ッ トで 人 々 が篤 く信奉 するチベ ッ ト仏教が 「迷信教」（読売 「喇嘛教」 同年 8 月 17
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 マ マ

日付）であ る とされる点で ある 。 例 えば阿嘉呼図克図 との 会見記で ある 「文明東漸の実例 （喇
　 　 　 　 　 　 　 マ マ

嘛貫主 と舞踏会）」（読売同年 7 月 25 日付）で は ， 来 日中の 米海軍少将 を 「二 十世紀の文明を代

表する もの」 とする
一
方で ， 阿嘉呼図克図をその 「文明」に 「相反せ る」存在とし，か つ ，「西

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マ　　　マ
蔵 を代表する に適 当の もの」 とした 。 こ の 記述の背景に は，義和団事件を契機に 「始め て列国

と対等の 立場 を獲得」（外ff省　1966
，
196）し ， 「文明」国の 一

員として の 日本を強 く実感 した 日

本人の，大陸へ の視線の あ りよ うが反映 して い る のが見て取れ よ う。

　諸記事 中，チ ベ ッ ト仏教に つ い て は ， 更に もう一点の 共通点が見 られる 。 す なわち ， そ の教義

につ い て， 日本 の 真言宗 もしくは ， 記事中の 表現 では 「密教」 との類似 を強調する点で ある 。

こ れは新 聞紙上だけで はな く， 前出の 真言宗系雑誌 『伝燈』社説 ，
つ まり 「密教」につ い て の

知識 を持 つ 人 々 の 記述に も共通す る （前掲第 243 号 ， pp，2−3）。 こ れ に は ，
い か に広 くこ の よ う

な捉 え方が共有 されて い たか，その 一端 を見 る こ とがで きる と言えよ う。 こ こ に は ， 小栗栖香

頂 『喇嘛教沿革』で強調 され現代に も根 強 く残 る ， チ ベ ッ ト仏教 を 「密教」とする イメ
ージが

観察 される （山口 1987，62−64；高本 2008）。

　以上 の よ うに，阿嘉呼 図克図 に注 目が集 まる 中で なされた報道 は， 当時 として はそれ までチ

ベ ッ トに関心があ っ た 限られた 人 々 以外の 日本人に チベ ッ トに つ い て の まとま っ た情報が提

供 される、初め て の機会 とな っ た 。 結果 と して こ の チ ベ ッ ト紹介 によ っ て初め て ， 無力 な小国

であ り，閉ざされ た地 域で あ り，文明に属 さぬ 「秘密国」 と い うように，大 まかながらチベ ッ

ト像が特徴づ け られ る こ と とな っ た と言える 。

3　河 ロ慧海帰国報道

　次に注 目す べ き報道は こ の 2 年後，1903 （明治 36）年の ，河 口慧 海
（】°）

の チ ベ ッ ト旅行 に 関

する記事で ある 。
マ ス コ ミは こ れ を非常に セ ン セ ーシ ョ ナル に取 り上 げた 。 河 口 に注 目が集

まっ た 理 由 と して は，
一

つ に は， 日露戦争開戦前夜の こ の 時期， ロ シ ア の プル ジ ェ ワ ル ス キー

（1839− 1888）や 前出の ヘ デ ィ ン な ど，欧米の 著名な専門家が軒並み ラ サ 入 りに失敗 して い た 中で

の 日本人の 快挙であっ た こ とと，英印軍の ラサ 派遣の 前後で ，チ ベ ッ トにつ い て の 海外 ニ ュ
ー
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ス が多か っ たこ とが挙げられ る 。
こ の よ うな状況下で ，彼の 帰国か ら始ま っ た新聞報道 と，翌

年にか けて 行わ れ た河口の 各地で の 講演， 日本人初の チ ベ ッ ト旅行記 『西蔵旅行記』（1904）の

出版 とい っ た
一

連の 出来事が，それ まで に ない 大量 の チ ベ ッ ト情報の 発信 とな っ た 。 現代に至

る まで 見て も，それは空前絶後の 規模で あ っ た と言える 。 例 えば戦後に おける新 聞報道にお い

て は，1952 （昭和 27）年か ら始 まっ た 日本山岳会の マ ナ ス ル 登 山に関する
一

連の 報道
（］］）

がある

が，それ を遙か に凌駕する量 で あ っ た 。

　 1903（明治 36）年 5 月 20 日，河口 は神戸に 帰着する 。 こ の 前後か ら新 聞各紙 に河口 の チ ベ ッ

ト旅行談が掲載 され，同年 11 月まで の 間に 8 紙 12 本に 及んだ 。
5 月 31 日に は早 くも，『時事新

報』，『大阪毎 日新聞』 にお ける旅行談の 長期連載が始 まっ て い る 。 こ の 二 紙の 連載は，河口 の

口述 に基づ くもの で，『時事新報』で は 「世界の秘密 国」と題 し 1903年 5 月 31 日一10 月 15 日

の計 138回 ， 「大阪毎 日新聞』で は 「大秘密国の探険西蔵経歴談」 と して 同年 5 月 31 日一10 月

16 日の計 139 回連載され た （高山 1999，88−97）。

　 こ の 二 紙の連載にお い て特に注 目すべ きは ， 連 日の ように ， 大判の挿絵が添え られたこ とで あ

る 。 阿嘉呼図克図来日報道 に も挿絵は あ っ たが ，単発的で点数 も限 られ て い た 。 それに対 し，

こ れ らの 挿絵は，河口 の 「口述」 に よる文章，即ちその 活写の さ まを しば しば 「講談」 に擬せ

られた文章
（12）

が視覚化された もの で あ り，しか もまとま っ た量が連続的 に掲載 されて い る 。

従 っ て専門家で は ない
一般の 日本 人に対 しt その 興味の 喚起 と情報伝達 における簡便 さと い う

点で ，遙か に大 きな効果を持 っ た こ とが推測 される 。

　記事内容の第一の特徴は ， 「九死 に
一生」 （大毎 「大秘密 国の 探 険西蔵経歴談」 1903年 6 月 4

日付）とい っ た言葉で形容される ，
い かに危険な状況 にあ っ たかを伝 える記述が多 くみ られる

点 で ある 。 例 えば入蔵の 過程にお い て は，彼は 日本人で ある こ とを隠 し，単独で ヒ マ ラヤを越

え， 強盗 な どに脅か されつ つ ラサ を目指 した 。 記事で は ， 彼が次 々 に直面する非常 に 危険な状

況の 描写が 連続 し，こ れ らを彼 が 自身の 力に よ っ て 乗 り越 えて い くさまが，詳細に記述 され た。

　 第二 に は ， 河口 を含 め 日本人全体が，チ ベ ッ ト人よ りも優 れた 能力や知識 を具 えて い る とされ

る点で ある 。 その 典型的 な例は，山中の 市場で 目に したチ ベ ッ ト人の 計算方法 に つ い て 「我 々

が一時 間で 出来る勘定を彼等は余程上 手な者四人掛 りで確に三 日も潰さねば な ら ぬ とい ふ 如何

にも遅鈍 な事夥た s
’
しい 」 （大毎 「大秘密国の 探険西蔵経歴談」同年 6月 16 日付） とする記述

で ある 。

　 チベ ッ トに対 して こ の よ うな属性，すなわ ち閉鎖性 ，「未開」・「野蛮」性 を付与する態度と，

その 具体例 として の
， 厳 しい 鎖国，地理的障害 ， チベ ッ ト人の 無知 とい っ た情報は，阿嘉呼図

克図来 日報道 におい て 既 出の もの で あ る 。 こ れ らに 加 え，河口 の 旅行記事に は，新 しい 情報 も

多 く登場 した 。 それが 「事実は小説 よ り奇 な り」（大毎 「予告 ！河 口慧海師口述西蔵経歴談速

記」同年 5 月 28 日付）等と表現 され た もの で，こ れ に は まず，チ ベ ッ トの 自然を 「霊妙 な仙

境」 （時事 「世界 の 秘密国」同年 6 月 14 日付）等，非常な美観として描写する もの がある 。 例

えば聖山カ イラス やマ ナサ ロ ワ ール 湖，出蔵の 途上 にお けるチ ョ モ ラ リの 厂絶景」（大毎 「大秘

密国の 探険西蔵経歴談」同年 9 月 20 日付）等で あ り，い ずれ もあ くまで 善美なる もの と して 記

述 されて い る 。

　 これ に対 して ，同様 に こ の 世の もの とは思 えな い ，信 じ難い も の とは され て は い る が ， 善美
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どこ ろか，グロ テ ス ク極 ま りない もの と して描か れ る の が，「奇絶驚絶」 （大毎前掲 「予告 ！河

口慧海師口述西蔵経歴談速記」） と表現 され るチベ ッ ト人の 習俗 で ある 。 これ は，河口 が 「残

酷」（時事 「世界 の秘密国」同年 8月 7 日付）と評する 鳥葬の 習慣 に関す る記述 に代表され る 。

しか し，こ の よ うにチ ベ ッ ト人 を 「未開」 とし，鳥葬 を 「残酷」 と見 る記述 は，河ロ独 自の 見

解 とい うよ りは，阿嘉呼図克図報道に も見られた 「文明」優越 の 感覚を，常識 と して 河 口 も他

の 多 くの 日本人 と同様に持っ てお り，また自身が 堅 く戒律 を保持する仏教僧で あ っ た こと の ，

自然 な結果で あ っ た と言 うべ きと思 われ る
（11）

。

　結果 と して，河 口 の 旅行記事の記述 を通 じて描 き出されたの は，「坐 うに西遊記 を読むの 感あ

り」 （時事 「西蔵 国内探検談掲載予告」同年 5 月 28 日付）等と表現される，日本人が困難を切

り抜け，「欧米人」 （大毎 「西蔵探 険談 （
一

）」同年 5 月 21 日付）にひ けを とらない 快挙 を成 し

遂げて い くさまで あ っ た と言 えよう。 河ロの 旅行記事が，「魂飛び肉躍 ら しむ」，「空前の大活

劇」（大毎 「大秘密国の探険西蔵経歴談」同年 6 月 4 日付）と表現 され た こ とに，そ れ は 明瞭

に読み取れ る。チ ベ ッ トは，こ の 「活劇」 を鮮や かに引 き立て る場所 即 ち，「奇聞」（前掲大

毎 「予告 1河口慧海師口述西蔵経歴談速記」）に満 ちた，「秘密の 宝庫」（上掲大毎 「西蔵探険

談 （
一

）」）として表現された 。 結果 として こ れ らの 記事は，1901 年の 阿嘉呼図克図来日報道 に

よ っ て方向づ けられたチ ベ ッ ト像 に，経験者の 直話 と い う信憑性の あ る詳細で大量 の 情報を以

て 肉付けする役割を果た した と言えよ う。

4　能海寛横死報道

　次に注 目すべ きは，1905 （明治 38）年の 能海寛の 横死 を伝 えた 報道で あ る
04）

。 河口帰国ま

で ，新聞や雑誌 に．入蔵に挑 む日本人 と して 名前が 挙が っ て い た の は，河 口で は な く能海寛で

あっ た。阿嘉呼図克図報道におい て ，チ ベ ッ トへ の 能海の 挑戦の 様子 を通 じてチ ベ ッ ト事情の

一端が 語 られて い っ たこ とは，すで に述 べ た通 りで ある 。

　能海は 1899 （明治 32）年のバ タ ン到達後 現地の状況悪化の た め四川省内に引き返 した 。 以

後何度か入蔵を試み たが い ずれ も成功せ ず，1901 （明治 34）年 4 月の 雲南省大理 か らの 書簡以

降消息不明となる 。 その 後，能海の 父に，能海が 「西蔵界」 （「能海寛氏の 生 死」『東洋哲学』

1905 年 9 月 5 日付，p，564） で 現地住民 に殺 され た，と い う情報が伝わ り，これが きっ か け と

なっ て 1905 （明治 38）年 7 月 22 日付以降の 東京 ・大阪各紙 は
一
斉に，能海寛の 受難と，彼の

履歴等に つ い て 特集記事を組ん だ 。 しか し
一

ヶ 月後　これが 誤報であ っ たと報 じられ る 。 以来

能海の 死の 真相 は，現在 に至 っ て も不明で ある
（IS）

。

　一連 の 報道 で は，「満州軍軍政部長井戸川少佐」（万 「西蔵探険家能海寛の 最後」1905年 7 月

22 日付）
 

なる 人物が入手 した伝聞情報が情報源 と され るが ，そ の 日付や詳細な地名は記事中

に示 されない 。 しか しt

一
報道にお い て

一
貫 して，「西蔵探検家」能海が 「西蔵界」で殺 された，

とされて い る点 に注 目される 。 すなわ ち，彼 の 名前，彼の 死が，そ の ま まチ ベ ッ トとい う地名

に結び つ け られ て い っ て い る と言える。同様に また，彼の 死が い ずれ も，「縦容土人が獰猛 なる

凶手 に斃れた」 （上掲万 「西蔵探険家能海寛の 最後」）と い うエ ピ ソ
ー

ドとして語 られ て い る こ

とも共通 して い る 。 例えば 『読売新聞』で は以下の ように報 じられ て い る 。
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　　辛酸拮据漸 く西蔵国境に至 り
一
旅寝に投せ しに遂に土入の看破する処とな り激怒憤恚 し白

　　刃を擬 して 君に迫 りしか バ 暫時の 猶予 を乞 ひ立 つ て 白壁 に麗々 し く 『大 日本帝国石見国那

　　賀郡波佐村能海寛此処に於て土 人 に虐殺せ らる』 と書して座 に就き瞑目すれバ 閃め く毒刃

　　の 下 頭 ハ 千秋の 恨み を載せ て落ちぬ （「能海寛氏 の 最後」同年 7 月 23 日付）

彼の 死 の 記述に見られ る こ の よ うな傾 向は，既 に当時指摘されて い る 。 例えば彼の 死 が誤報で

あ っ た こ とを伝える
一

月後の 雑誌記事に は，「壁 に辞世 を書 き付 くる所な ど，何や ら演戯的の 感

あ り，其 の 間獰悪なる土人が虐殺の 刃を猶予せ しが如 き，又宿屋の 主人が壁上 の 落書 を其儘に

為 しお きが如 き．余程小説 的」 （前掲 「能海寛氏の 生死」，p．565） とある 。

　 しか し こ こ で注 目すべ きは、こ の 「演戯的」，「小説的」な点で ある 。 こ の 前年に大 きな関心

を呼ん だ河口 の 旅行記事が 「魂飛び肉躍 らしむ⊥ 「空前の 大活劇」（前掲大毎 「大秘密 国の 探険

西蔵経歴談」）で あ っ たこ と，そ して その 中で はチ ベ ッ トが，その 「活劇」 に ふ さわ しい 場所

として描 かれて い た こ とを考える と，能海横死 は，チ ベ ッ トに 関連する出来事 と して の リア リ

テ ィ を得るため に，まさ し く 「活劇」の 中の
一

幕，それ も河口旅行記事で語られ た 「活劇」の 舞

台チ ベ ッ トにふ さわ し い 形で語られ なければな らなか っ たの だ と思われ る。実情が どの ような

もの で あ っ た の かが 瞹味 な まま，彼の 「横死」が チ ベ ッ トに結び つ け られ ，か つ ，そ の 語 られ

方が 「演戯的」，「小説的」で あ る こ とには，能海に関連する場所 と言えばチ ベ ッ トであ り，チ

ベ ッ トと言えば河口の 「空前の 大活劇」とい う連想が ，少な くとも新聞記事の書 き手 にあ っ た

こ との 一端が 示 されて い る と言えよ う。これ は例 えば，能海寛横死報道 の 直後 鹿島桜巷 『世

界の 秘密国』三 部作 （1906）
〔17 〕

の よ うに，少年小説の 中に，物語の 背景 と して 河口 の 旅行記 を

その まま引用 し能海を主人公に設定 したよ うなもの が出現 して い る こ とに も，その
一

例 を見て

とる こ とが で きる だろ う。 こ の よ うな能海像を通 して ，チ ベ ッ トには，「世界中の神秘 国 とし

て幾多探 険家の 生命を犠牲 とせ る西蔵」（万 「西蔵探険家能海寛最後の 手紙」1905年 7 月 24 日

付），すなわ ち，容易に進入 で きない 危険な場所とい う意味づ け が改め て行われた と言える 。

5 ヘ デ ィ ン来 日報道

　 19世紀末か ら20 世紀半 ばにかけて ，い わゆ る 中央 ア ジァ を中心 に地理的調査 を行い ，その 旅

行記で も広 く知 られるス ヴ ェ ン ・ヘ デ ィ ン （Sven　Anders　Hedin） 
の 来 日は，能海横死報道の 3

年後，1908 （明治 41）年の 出来事で ある 。 彼の 来 日をめ ぐる報道が注 目される理由は，記事の

量が河口帰 国時の 報道 に次 ぐ規模で あ っ た こ とに 加 え，河口 に は なか っ た学術的権威を十全に

具えた人物 を情報源 とするチベ ッ ト事情紹介で あ っ た こ とにあ る 。
ヘ デ ィ ンが持つ 学術的権威

と，その 社会的地位 の 高 さに対す る，当時の 世論の 注 目は，例 えば，その 世界的な名声が 「世

界の 大探検家」 （読売 「世界の 大探検家」 1908年 11月 9 日付），「世界 の 学者」（万 「瑞典公使

と我官吏」同年 ll月 18 日付）等 とい うように強調 され，かつ ，調査の 成果の 大きさが 「実に

世界の 学界に対 して
一大光明た りしな り」 （上掲読売 厂世界の 大探検家」）等 と，繰 り返 し報道

され て い る こ とに，十分 に見て 取る こ とがで きよ う。 更に，日本滞在中に明治天 皇に拝謁 して

勲
一
等瑞宝章を授与 されたこ とは，彼 の 社会的地位 の 高さを 日本社会に改め て示す こ とにな っ

た と思 われ る 。
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　 こ こで注 目され る の は，ヘ デ ィ ン の 見聞と して 報道 された チ ベ ッ ト事情の 内容が，河口 の 旅

行記事と同 じ特徴をもつ こ とで ある 。 即 ち，旅程 における危険とt チ ベ ッ トの 地域 的特徴 と し

て 「野蛮」が強調 される こ と，また事実 とは信 じが た い 習俗に つ い て の 記述が 連続する こ とで

ある 。 両者 の 記述に見 られる こ の ような類似 は，河口 の 旅行記事が 「空前の 大活劇」（前掲大毎

厂大秘密国の探険西蔵経歴談」）等とされ ，それ ゆ えに西遊記に擬され た と同様に ヘ デ ィ ン の

旅行 の 記事 もや は り 「活ける 冒険小説」 （万 「活ける 冒険小説」 1908 年 ll 月 17，18 日付）等

と形容 されて い るこ とに象徴 される 。

　 しか し河口の 記事 にお けるチベ ッ ト像が 「伝奇的」 （大朝 内藤湖南 「河口慧海師の 入蔵談に

就て 」 1903年 6 月 22 日付）等 とされ，東京地学協会な ど一
部の 人 々 には架空の もの と言うに

近 い 否定的な印象を与 えたの に対 し
（tg）

，ヘ デ ィ ン の 名の 下 に流布 され た， こ の 報道に お ける

チ ベ ッ ト像は，その よ うな評価を全 く受けて い な い
。 これは，当時両者が置かれて い た 立場や

身分を考えれば当然 とも言えるが， しか しそれ だか ら こ そ ，こ の 報道は，河 口 の 旅行記事で 伝

えられたチ ベ ッ ト 「奇聞」（大毎前掲 「予告 1河口慧海師ロ述西蔵経歴談速記」）に つ い て ，ヘ

デ ィ ン の 情報の 具 えるデ
ー

タ として の 厳密 さと，学術的 ・社会的権威を もっ て
， その 信憑性を

保証する結果 とな っ たと言えよ う。 河口 の チ ベ ッ ト像 を い っ た ん 退けた人々 は
，

ヘ デ ィ ン の 探

検談を通 して 結局それ を受け入れ た と言える の で はない か と思われ る 。 日本人の チ ベ ッ ト観へ

の ヘ デ ィ ン の 影響 と して は，こ れが最大 の もの で あ っ た と考え られる 。

6　お わ りに

　以上 の ように，1900年代の新聞報道を見る限り，阿嘉呼図克図来日報道で 方向付けられたチ

ベ ッ ト像は，河 口 の 旅行記事に よ っ て 肉付けされ，能海寛横死報道とヘ デ ィ ン来日報道に よ っ

て，その 現実性へ の 保証をされ つ つ
1 い わ ば強力に描 き直されて い っ たと言えるだろ う。 1900

年代の チ ベ ッ ト事情紹介記事に は，河口 の 旅行記事に お ける チ ベ ッ ト像が ， 重要な参照例の
一

つ とな っ て い くその 過程を見る こ とが で きる と言える 。

略号表

朝

売

毎

　

朝

事

日

大

読

大

万

東

時

東

『大阪朝日新聞』

『読売新聞』

『大阪毎日新聞』

『万朝報』

『東京朝日新聞』

『時事新 報』

『東京日日新聞』
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注

（D　例 えば楠基道は ， 大正初年 の 研究状況 を回顧 し，当時におけるチ ベ ッ ト仏教に関す る信頼す べ き

　　　日本語資料として，小栗栖香頂 『喇嘛教沿革』 と，山縣初男 『西蔵通覧』（1907）を挙げて い る

　　　（シ ュ ラーキ ン トヴ ァ イ ト 1958，1）。こ の こ とに も 『喇嘛教沿革』の存在の 大 きさが うかが えよ

　　　う。

（2） 河口慧海に つ い て精査した奥山直司が，僧侶た ちの こ の チ ベ ッ トへ の 関心の 高まりを，「入蔵熱」

　　　と形容して い る （奥山 2003，104−110）。 だが奥山氏 の ご 教示に よれ ば，羽渓了諦が，明治 20年

　　　代後半 の 仏教者に よる こ の 「西蔵へ の 冒険的潜入」が集中的 に 試 み られた時期 を、こ の よ うに名

　　　付けて い た とい う　（羽渓 1933
，
103）。

（3） 例えば 『読売新聞』CD ・ROM 版の チ ベ ッ ト関連記事数を見る と，1903−4 年は，創刊以来 1945年

　　　まで の期間にお い て記事数が突出 して多 い 時期の
一

つ で あ り，最多の 1912年に次ぐ。 チ ベ ッ ト

　　　事情紹介記事数 として は最多 となる時期 で もある 。

（4）　チ ベ ッ トと日本人の 関わ りにつ い ては従来，研究史を除 くと，日本人入蔵を中心 に研究がなされ

　　　て きた （木村 1981−1983；山 口 1989；高山 1999；奥山 2003＞。 本稿は従来の研究に お い て 関心が薄

　　　か っ た，日本人に広 く共有されたチベ ッ ト観とい う視点か ら，こ の 関わ りに つ い て の 検討 を試
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（s）

（6）

（7）

（8）

（9）

（10）

（11）

（12＞

（13＞

（14）

（15）

みるもの で あ る 。 欧米に お い て は 1990年代前後か らすで に，こ の ような視点か らチ ベ ッ ト
・
イ

メ ージ の 形成 と変遷 を考察した論考が 書か れ て お りtBishop （1989），　 Lopez （1998）が そ の 代表

的なもの で ある と言え る。

こ の 来 日 に つ い て は まず，山 口 （1987，81−82）と奥山 〈2003，235）が，1901 年に 阿嘉来目が実

現した こ と，こ の 実現が，東本願寺の 僧侶で あり，当時陸軍第五 師団付 の 通訳 と し て 北京滞在中

で あっ た寺本婉雅の活動 に よる もの で ある こ との 2 点に言及 して い る 。 比較的詳細に阿嘉来日 を

取 り上げ て い る の は，寺本 （1974）と本文前掲 『伝燈』243号社説 「喇嘛僧来朝 に 就 て の 所感」

（113 頁）の 記述 に 主 に 依拠 した 秦 （2005，100−103）で あ る。報道 の 内容 を含 めた阿嘉呼図克図

来 日に 関する詳細に つ い て は ，高本 （2007a）がある 。

そ の 関心 の集中の
一
端は，「冂本の 花形」 （「喇嘛教貫主彙報」『仏教』第 174号，1901年 8 月 15

日，251 頁〉，「独 り宗教界の み ならず 世間
一般喇嘛僧 の 風説の み に御坐候」（「毎月通信」『中央

公論』1901年 8 月号，69頁）と報 じられて い る こ とに もうかが える 。

例えば雑誌 『太陽』 に は，阿嘉呼図克図来 日を機に 「西蔵問題」と題する特集が組 まれて お り，

こ の 記事本文冒頭 に 「根原 を西蔵に 発す る 喇嘛教貫主が我国に 来朝」とある （第 7 巻第 9 号，

1901年 8 月 5 日付，p．　217）。 こ の 記述 も，チ ベ ッ ト仏教 の 淵源地として チ ベ ッ トが注目された

こ とを示す
一

例 で あ ると言えよ う。

『清国通商綜覧』は，中国各地 で の 民間人に よ る 見聞の 結果が結 集された情報集 と して ，明治日本

に お い て最初期 の もの で あ る。同書 「緒言」 に は，「欧米」 に つ い て ，「其俗異尓其土 遠 く」「遠

くして 且 つ 殊俗 なる」 とする
一

方 で ．清 に つ い て ．「其人情風俗 は頗る相類 し嗜好生活亦相似 た

り」と し，こ の 関係を 日清通商の 上 で の 「天然関係の 幇便」と強調する記述が見 える （根津 1892，

3−8）。

仏教者たちの記述におい て は，既に 1895 （明治 28）年に 「秘密国」が 使 わ れ て い る の が見え る 。

例 えば古河老川 （1871−1899）は，「此西蔵 の 国たる，占今東西 の 一大秘密た り」，「
一

大秘蜜国」

等 の 表現 を使用 し て い る （古河 1895，7−8）。

河口 慧海に 関する先行研 究 と して 代表的 な もの に は t 高山 （1999 ；2002），奥 山 （2003）が挙げら

れる 。 河 口慧海研究 の概要 に つ い て は，高山 （2001−2008）に詳 しい 。 河 口 の チ ベ ッ ト観や，河

冂 が 目本人 の チ ベ ッ ト観に与えた影響 な どを考察 した もの は 少 ない が，河 口慧海の チ ベ ッ ト仏

教観，チ ベ ッ ト文明観へ の 言及 （高山 1999，75−76，84−85），二 紙の 連載と 日本人 の チ ベ ッ ト観 の

関係につ い て の調査 （高本 2007b），河 口慧海 の チ ベ ッ ト旅行記が持 っ た影響力 に つ い て の 指摘

（Okuyama 　2008
，
203−210）がある 。

こ の マ ナ ス ル 登山は，1952−56年 日本山岳会 によっ て行われた もの で ある （同会 1954；1958）。 こ

の 登山活動中に は，後援の 毎 日新聞社 は じめ
， 新聞各紙 に，マ ナ ス ル 登 山関連 の 特集記事が多数

掲載 され た 。 例 えば 『毎 日新 聞』には，踏査隊派遣 の 1952 年 9−12 月に，特集連載記事 を含 む計

59 件 の 記事がある。

例 えば河 口を 「西蔵の 講談師」と呼ぶ記事が ある （東 日 「近事片々 」1903年 5 月 30 日付）。

こ の よ うな慧海 の態度に つ い て T 奥山直司 は ， それ を 「珍奇 な 題材 に加えて，そ れ を当時 の 日本

人 の 倫理感覚で ずばずば切 っ て ゆ く爽快感」 と表現 し，こ れが河 目旅行談話が人気 を得 た要因 の

一つ で あ っ た と指摘 し て い る （奥山 2003
，
212）。

能海に関して は，近年，特に能海寛研究会機関誌 『石 峰』が 創刊 さ れ た ］995 年以降，調査研究

成果が蓄積 され て きた 。 2004 年に は，地元金城町 に残された膨大 な遺品を総括し た 『能海寛著

作集』の 刊行が 開始され る に 至 っ た 。 従来 の 能海研究は 主に，能海個人の 事績 を詳細 に解 明 しよ

うとする もの で あ り，そ の 嚆矢 は隅田 （1989）で ある 。 そ の 他、飯塚 勝重 による 日記類の 分析

（飯塚 1998；2003）．ジ ャ
ー

ナ リス トによ る調査 （江本 1993；1999；万代 1998−2001）等が ある。能

海寛横死報道 に つ い て は高本 （2005）が ある。

能海の 最後につ い て は 1923年 7 月，京都発行の 仏教系新聞 「中外日報』紙上 に 寺本婉雅 の 署

名が付 された 「故能海寛君遭難の真相　支那雲南省 クー
ソ ン 族の惨殺」とい う記事が掲載された
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　　　（8，10，11 日付）。しか しこ の記事の真偽は現在で も不明で あ り，前述 の 能海寛研 究会 で は，能

　　　海 の 消息を明 らかに しようとす る様 々 な試みが続 け られ て い る 。 そ の 最大 の 成果 は ， 中村 （1998）

　　　で ある とい える だ ろ う。

（16）　こ の 「井戸 川 少佐」は，陸軍 士官学校 1890年卒 で，日清戦争前後 に 清 国応聘将校 と して 四 川省

　　　成都で清側の 軍事顧問を務め，日露戦争中は特別任務班 として 満蒙地 区 で 特殊工 作 に従事 した井

　　　戸川辰三 （1870−1943）を指す と思われる 。

（17）　こ の 三 部作は，第一作 『世界 の 秘密国』，第二 作 『無底湖の 秘密』，第三作 『不死の 霊窟』から構

　　　成 さ れ る 連続的 な物語で あ る。著者鹿島桜巷 （本名鹿島淑雄，1S78−1920）は，「い は らき新聞』，

　　　『報知新聞』の 記者として活動した人物で ある 。

（18） ヘ デ ィ ン に関する先行研究 として は，膨大な関係書簡そ の 他の資料を調査 した金子 （1988）の

　　　他，ヘ デ ィ ン 著作 の 翻訳者に よる解説がある （深田 1964Ki6；福田 1984；岩村 1939）。 また，石田

　　　（1942，407−427）が欧米の中国研究の 中に ヘ デ ィ ン を位置づ け，その 学術的業績を高く評価して

　　　い る。1908年の来日に つ い て は，まず金子 （1982 ，
201−218 ）に，そ の経緯 につ い て 詳細 な記述

　　　がある 。 また，大谷探検隊研究にお い てヘ デ ィ ン の 西本願寺訪問に しば しば言及 される （片山，

　　　白須 1998
，
　4

，
13；金子 1989

，
242−245）。 また来 日報道に つ い て は 高本 （2007c）があ る 。

（19）　 東京地学協会の機関誌 『地学雑誌』等に河口 の チ ベ ッ ト行へ の 言及 は ない
。 また 「地学協会の書

　　　記」と称す る人物が，河口 の 記事が虚偽 で あると新聞社 に抗議 したが，河 口 の 反論 によ っ て 抗議

　　　を取 り下げ た，とい うこ とがあっ た （河口 1961，135−137）。 こ れ につ い て は，奥山直司 の 詳細 な

　　　言及が あ る （奥山 2003，218−222）。
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